
社会と科学技術の関係 ～過去50年を振り返る～

量子情報・量子生命が拓く未来～今なぜ量子なのか～

小林 傳司 大阪大学ＣＯデザインセンター特任教授

北川 勝浩 大阪大学大学院基礎工学研究科教授

講演
１

主催：大阪大学 適塾記念センター 適塾記念会

講演
2

１２月８日（火）18:00〜20:00

令和２年度

大阪大学中之島センター 佐治敬三メモリアルホール

https://21c-kaitokudo.osaka-u.ac.jp/form/r2tekijuku_form

お申込みについて
定 員

無 料
申し込み方法
お申込URLからお願いたします。
FAX､郵送､e-mailでも受付いたします。お名前､ふりがな､年齢（〇歳代）
郵便番号､電話番号､メールアドレスをお知らせください。

お申込URL

お申込み／
お問合せ先

Sympo-info＠tekijuku.oska-u.ac.jp

参加費
60名（申込順先着順）

大阪大学中之島センター佐治敬三メモリアルホール
〒530-0005 大阪市北区中之島4-3-53
TEL 06-6444-2100
https://www.onc.osaka-u.ac.jp/

会場アクセス

大阪大学共創推進部博物館・適塾記念センター事務室
電話：06-6850-5016 FAX：06-6850-5015

新しい知識を生産することだけを生業とする集団（＝科学者、科学技術者）を人類が抱え
て、150年余りになる。この集団に影響力は徐々に増し、ここ50年は社会の運営、発展に
必要不可欠な存在になっている。

社会は科学技術とどのような関係を取り結ぶべきなのか、いま大学の果たすべき役割と絡
めて議論したい。

量子コンピュータで急速に注目を集めている量子情報の研究について、黎明期から現在ま
での発展を振り返り、今なぜ量子なのかを考えます。量子コンピュータと量子生命科学が拓
く人類と地球の未来を展望します。

https://www.onc.osaka-u.ac.jp/

